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第３回「洞爺高校の今後を考える」住民対話集会【会議録】 
 

 と き：平成２３年１０月２１日 
ところ：洞爺農業研修センター 
開 会：午 後 ７ 時 ０ ０ 分 

  閉 会：午 後 ８ 時 ４ ５ 分 
参加者：１７名        

 
【町より挨拶】 
 

本日は３回目の住民対話集会にお集まりいただき有難うございます。 
１回目は、洞爺総合センター、２回目は、昨日洞爺湖町役場で実施いたしまし

た。 
町民の皆さんからいろいろな意見を頂いてまいりました。 
洞爺高校は昭和２７年に村立の定時制高校としてスタートをしました。その

後、昭和５６年に全日制となり、この間に学科も農業科から家庭科、そして生活

ビジネス科へ転科し現在に至っています。 
地域の生徒が通う高校、地域との交流を行う高校として献身的な先生方の指導

の基で着々と成果を上げてきました。 
しかし近年の生徒数の減少、そして大きな問題として校舎の老朽化がありま

す。 
そのため、洞爺湖町行財政改革本部の財政健全化計画の中の一つのテーマとし

て、議論を重ねてきたわけでございます。 
その中で教育委員会としましてもこのような対話集会を開きながら、皆さんと

一緒にご意見を伺いながら老朽化した校舎の問題を考え、ある程度の方向性を判

断する時期に来ていると思っています。 
本日は地域の皆さんのいろいろな意見をいただきながら、今後、教育委員会、

洞爺湖町の参考にさせていただき、改めて方向性を示していきたいと思っており

ます。 
この後、経過等について説明をさせていただき、皆さんの忌憚ない意見をお聞

きしていろいろと意見交換してまいりたいと考えております。 
どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

【町・教育委員会 
出席者紹介】 

教育委員長及び委員、教育長、高校長、事務職員紹介 
 

【高校沿革、現状について

管理課長より説明】 
 

 （説明詳細は省略） 
高校のことを考えることになった経緯 
その後高校のあゆみ・沿革配布資料に沿って説明する。【資料別添】 

【教育長より発言】 
 

 （発言詳細は省略） 
 教育委員会として、課題として３点。 
●町立高校としての使命の明確化及び将来のあり方について 
●学校施設の老朽化の対策について 
●町の財政的な問題について 
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【質疑】 
 （洞爺地区・男性） 
 

市町村立高校について自分で調べたところ、道内に町立高校が１４校、村立高

校が４校、市立が７校、政令指定都市の札幌市が１２校、道立高校以外ではこれ

だけ存在している。 
近場では壮瞥、ニセコ、真狩、留寿都にある。この４校の状況について調査を

しているのか教えて欲しい。洞爺湖町より人口が少ない町が運営している。 
そこも調べて参考にしているのか聞きたい。 
 

【町教委】 壮瞥高校については、具体的に生徒を確保するための町の対応等の内容を教え

ていただきました。 
しかし、それ以外の３校は具体的内容については聞いておりません。 

【意見及び質問】 
 （洞爺地区・男性） 
 

 真狩やニセコも寮があります。 
寮があるということは他の市町村の生徒を受入れていると思う。そういった部

分では洞爺湖町と同じだと思う。したがって他の町の財政負担の状況についても

調べて参考にして洞爺湖町と対比をして考えるべきではないだろうか。 
 どの町も大変な負担をして運営をしていると思う。しかし、４つの町で高校を

廃止するということは聞こえてきていない。是非調べて参考にして欲しい。 
 

【町教委】 
 

壮瞥高校は農業科で、ほとんどが町外からの生徒で町は支援策として通学費の

助成をしながら生徒の確保をしていると聞いております。 
また、校舎については洞爺高校まで年数が経過していないようですが、老朽化

しており、根本的な検討をしていかなければならないというお話を伺っておりま

す。 
具体的な町の負担額については照会しておりませんが、市町村立高校の場合、

制度的なものは洞爺高校と違いはありませんので、学校を運営するための交付税

や寮を運営するための特別交付税が措置され、国から財源補填されているかたち

となっております。 
運営の内容につきましては後ほど確認をさせていただきます。 

【質問】 
 （洞爺地区・男性） 
 

先ほど（の説明で）、遠方から来ている生徒たちの中には、中学校時代にいろ

いろな問題があって洞爺高校が拾い上げているというようなイメージの発言に

感じた。  
今回は高校の今後を考えよう、という話合いで三点の課題を言われましたが、

私には何か不満が残ります。 
一つは、町側は閉校、廃止の方向に考えているように思います。 
私は、洞爺高校に普通科があると良いと思っています。それは娘二人の通学費

で伊達まで通わせると月にバス代が６万円かかる。私の収入では伊達まで通わす

ことが出来ない。たまたま授業料が無償化になったことで伊達へ行かせることが

出来るようになりました。 
それでも毎日洞爺駅までは送り迎えをして費用を少なくしている。 
もし洞爺高校に普通科があったら娘を通わせていた。 
先ほどの方も話しをされていたが、是非、他の市町村立の高校の状況について
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も調べて欲しい。 
これはここに参加している皆さんも思っていることです。少子化の中どの様な

生徒確保の対策をしているのかなど。 
財政健全化団体となっていて、先日の新聞には洞爺湖町１町だけ残って他の町

は脱却したと載っていました。 
しかし、一方では毎日洞爺湖温泉では花火が上がっている。近くで見ることも

あり、綺麗だと思うが線香花火的な１０分か１５分の間にどうしてこんなにお金

をかけるのか疑問に思っていた。 
また、家屋のリフォーム資金を助成する事業が行われていた。これは地域活性

化のため行われていたようだが、お金の使い方も考える必要があるのではないだ

ろうか。 
旧洞爺村では、人口が少ない中でも実際に高校を運営していた。合併はいろい

ろなことが良くなると聞いていた。今になって高校の存続問題に係わる発言が出

てくるというのは教育委員会や町は何を考えてやってきたのかという気がしま

す。 
洞爺高校の創立、建学の理念、先輩たちの思い入れをもう少し理解して考えて

欲しい。 
全国の学校の中には国内留学として都会から子どもを受入れているところも

ある。先ほどの話にもあるように他の運営状況も確認してほしい。 
財政的な理由による廃止というのは納得が出来ない。 
すばらしい生徒がいる洞爺高校については、続けていくんだという方向で尽力

してもらいたい。 
例えば私学の附属化などの方法もあると思います。あらゆる面で検討をお願い

したい。 
【町教委】 
 

高校の問題で一番最重要視しなければならないのは、校舎の状況だと考えてお

ります。 
生徒の安全を確保するためには、校舎の一部改修や補強では対応することが出

来ないと考えております。 
仮に一学年一間口の学級で体育館や設備等含めて新築するとなりますと、概算

計算では１０億円ほどの建築費になると思われます。 
この建設費の借入れを起こした場合、約１．５％程度の金利も含めて返済が発

生することになります。今の町にそれだけの財政状況で決断できるか。 
また、その決断をした場合、１５年から２０年かけてその財源を補填するため、

今実施している事務事業の見直しを計らなければその財源を捻出できなくなる

かもしれません。 
そのために、住民の皆さんの考えを聞いて判断をしなければならない次期に来

ていると考えております。 
 教育はすぐに結果が出るものではない。洞爺高校の生徒は、学校・寮が一体と

なった中で先生の熱心な指導、地域の皆さんの支援もあって生活習慣も含めて学

校生活の中で素晴らしい教育活動が実践されております。 
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その結果も成果も出ております。その点につきましては、教育委員会としても

充分理解はしております。 
 今、現実に高校を運営しております。校舎の問題を考えなければ、教育委員会

としてももう少し時間をかけて議論をして維持も出来ると思います。 
 設置している以上、校舎の安全性は基本の基本であると思っておりますので、

そういう判断をするうえで皆さんからのご意見をいただく機会を設けさせてい

ただきました。その点についてもご理解を頂きたい。 
また、町としましては、廃止の方向ありきでこの対話集会を開催しているわけ

ではありません。３回の集会での皆さんから頂いた意見を持ち帰りまして、教育

委員会議でも議論をいたします。そして設置者の洞爺湖町の考えも集約していた

だいて、それを町の考え方としてまとまった段階で改めて住民の皆さんに説明す

る機会を設けたいと思っております。 
 決して結論ありきで集会を開催しているわけではございません。 
  

【意見】 
 （洞爺地区・男性） 
 

 虻田高校についても今後同じようなことが考えられる。しかし道立高校のため

北海道でダメといわれると如何しようもないというのはわかっていますが、もし

これで洞爺高校も無くなり、虻田高校も無くなると洞爺の中学生は高校に行く場

合は全員他の町に行くことになります。 
将来のことも考えて、この町に本当に高校が無くてもいいのかを考えた上で、

検討して欲しい。 
また、洞爺の地区は交通のアクセスが非常に悪く、これを何とかしないと通学

できないのが現状です。この点についても総合的に検討して欲しい。 
【町】 
  
 

 通学の関係につきましては、町といたしましても認識しておりますので、汽車

時間等も含めて洞爺駅までのアクセスについて、関係するバス会社等々への要請

を含めて検討し考えていかなければならないと思っております。 
 

【質問】 
 （入江地区・男性） 

先ほどの改築した場合１０億円の費用が必要になるといっていたが教育関係

の借入れ金利はいくらなのか教えて欲しい。 
利率が仮に５％だとした場合で２０年償還と考えると返済する金額は倍の金

額になると思う。その辺も含めてもう少し説明して欲しい。 
【町教委】 
  
 

先に教育長から仮にという話で説明しましたが、１０億円程度の金額がかかり

ます。補助制度がありませんので、一般単独債とういう借入れをすることになり

ます。 
この場合１０％の１億円を自分のところで捻出して一時金として支払い、９

０％の９億円を借りることになります。 
洞青寮を建築した当時は、５．３２％と説明いたしましたが、今は１．５％程

度です。 
仮に２０年で償還する場合、年間６千２百万円ほどの金額を支払うことになり

ます。 
【質問及び意見】 説明の中では廃校ではないと言っているが、北海道新聞の記事を見ても廃校と
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（洞爺地区・男性） なって載っていた。言っていることが違うように思える。 
学校があることで、学校が中心になって地域が活性化する。 
学校は、将来地域を背負う子供たちを作る。教育とは、金銭の問題ではないと

思うので学校廃校について、私は反対です。 
 

【町】 
  
 

新聞の記事の見出しのことだと思いますが、室蘭民報の見出しは全く違う書き

方となっております。 
教育はお金ではないということは重々理解をしております。一番の問題は校舎

であります。 
仮にこの校舎の問題がなければ、今このようなお話はいたしません。 
学校は素晴らしい教育を実践しているわけです。改築となった場合には大きな

金額が必要となります。教育だけではなく、町全体の問題として考えなければな

らない状況にあります。 
 

【質問】 
 （洞爺地区・男性） 

虻田高校支援する会へ５，１５０千円の補助金を支出しているがその内容を教

えて欲しい。 
 

【町教委】 
  
 

 支援をする会への活動に対する補助内容は、虻田高校の学校パンフレットを作

成し生徒募集のための経費、高校部活動に対する補助金、月浦地区から学校まで

の専用の通学バス代です。利用者は２３名程度です。 
【質問】 
 

２回目の本町地区（集会）でどの様な意見が出ていたのか。 
 教育委員会議でも検討されると思いますが、現実的な形で聴き取り調査を実施

して欲しい。 
 本日は町の議員の方たちも見えている。議員は町民の意見を聞いて反映する立

場であり、代表なので議員も含めて検討してほしいと思います。 
 今日の開催は町と教育委員会なのに町長が来ていないが、次回のときは町長に

ぜひ来てもらいたい。 
 教育委員会は町部局とは独立した組織となっているはずなので、是非洞爺湖町

の教育について、小中高とバランスのある教育行政をしていただきたい。 
 町から言われていないのなら廃止という言い方をしないでいただきたい。 
 財政的なことはあくまでも町のこと教育委員会は教育について考えるべきだ。

 他町村の生徒を受入れて育てているのだから供託金、委託金を貰えばいい。 
など、先ほどの子供たちの学力について北海道の平均より低くなるかもしれな

いと発言があったが、これはあまりにも小規模の学校だからかもしれない。 
夕張市でも小学校が 1校で中学校も 1校しかないですから、統合ということも

アイディアとしてはあると思います。 
【町教委】 
  
 

 昨日の住民集会での主な意見については、 
 ・教育は投資だ。目先のことではなく長いスパンで考えるべきもので、町の財

政的なことで教育を議論することはいかがか。 
 ・洞爺高校の教育実践は素晴らしいものがある。 
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 ・高校を運営する上での経費はいくらかかっているのか。 
・洞爺高校の寮はいつ建てて建築費はいくらかかったのか。 
・合併協議のときは存続で協議は整ったが、その時は具体的な運営経費などの

資料があっての議論はされてなかった。 
この意見を言われた方はたまたまその時に傍聴されていた方です。 

２回目は二人だけの意見及び質問でした。 
一人はお金のことで議論するべきではなく、結果が出ているので存続するべ

き。 
一人は高校の運営や施設などの経費的な面についての質問でした。 
設置はあくまでも町ですが、高校は教育委員会の責務において運営しておりま

す。生徒の安全確保は運営している側の義務です。課題の中で三点を申し上げま

したが、運営している以上は安全確保を最重要課題としなければならない。 
そこを確保するためには新築の道しかない。古くても安全確保が保たれている

のであれば、性急に方向性を出さないで時間をかけて議論をしていけば良いと思

いますが、震災以降は義務教育施設についても早急に耐震化の対応をしなければ

ならない現実もございます。 
洞爺高校は新築しないとその対応は出来ないため、教育委員会は方向性を出さ

なければならないところにきております。 
何度も申し上げますが、結論があっての集会ではございません。 

【町】 
 

 本日は短い時間ではありましたが、いろんな意見を頂きました。 
昭和２７年に設立されて、まさに地域が育てた学校であります。いろいろな成

果があり、また評価もしております。 
対話集会を３回実施させていただきました。 
今後は調査できるものは調査を実施し、意見を聞くものは意見を聞き、教育委

員会でも方向性を示す際には議会の意見もお聞きします。 
この３日間で頂きました意見を持ち帰りまして充分協議されると思います。 
学校の設置者は町ですので、町としてもいろんな角度から協議をし、教育委員

会とも協議をして方向性をどうしたらいいのか検討しなければならないと考え

ております。ある程度の方向性を出していきたいと思っております。 
その際には設置者であります町長が皆さまに直接説明をさせていただくこと

になります。 
短い時間ではございましたが、皆さんにお集まりいただきましたこと、いろい

ろなご意見をいただきことに感謝申し上げお礼の挨拶とさせていただきます。 
本日はどうもありがとうございました。 

 
【閉会】 
 

 

 


